
司 会 柳澤 会場監督  点 鐘 加藤 会長 

国歌斉唱／ロータリーソング 

ゲスト フラメンコ講師 中村 友希子 氏 

    米山奨学生 デサリー ナヌシ 君 

会長挨拶／報告 

■誕生祝 

浅野 浩一 さん（2／9・54 才） 

福島 晴夫 さん（2／10・71 才） 

柳澤 剣治 さん（2／11・54 才） 

小竹 晋吾 さん（2／13・61 才） 

■皆出席表彰 

才高 人思 さん（15 年） 

塩崎 吉康 さん（15 年） 

坂林 永喜 さん（14 年） 

金森 健祐 さん（7 年） 

吉田 雅弘 さん（3 年） 

■ナヌシ君に 2 月分の奨学金を渡す…一言挨拶 

■2／7 付にて退会される大島 悦男会員に記念品贈呈  

退会者の挨拶 

幹事報告    

■配付／ロータリーの友・ガバナー月信 各 2 月号 

■2月ロータリーレートは 1＄＝110円 （前月 112円） 

■1 番・7 番・M テーブルミーティング  

⇒本日 19:00～ 富包 送迎車 HN ｵｰﾀﾆ高岡 18：45 発 

■3 番テーブルミーティング ⇒本日 18：30～ 蕎文

委員会報告 

■ロータリーの友２月号紹介（稲田会員） 

加藤会長／本日はゲストスピーカーにフラメンコ講師

の中村友希子さんをお迎えして。 

田中副会長／今夜のテーブルミーティング「富包」貸

し切りを楽しみにしています。 

山本（政）幹事／本日は中村さんをお迎えして。 

吉村君／フラメンコは本当に素晴らしいです。中村さ

ん宜しくお願いします。 

大島君／突然ですが、この度退会をさせていただくこ

とになりました。本日が最終出席となります。5 年半

と少し大変お世話になりました。高岡 RC の益々の

ご発展と皆様方のご健勝をお祈りいたします。本当

にありがとうございました。 

竹中君／大島さん、色々お世話になりました。今後の

ご活躍をお祈りしております。 

松原君／女子テニス世界ランク 1 位、10 億人が見てい

た全米・全豪女子の大坂なおみ選手使用ラケットメ

ーカー・ヨネックス社の取引が始まったのはヤク 70

年前、寒村の小さな町工場でした。様々なドラマが

あり、おかげ様で、今は協力会副会長・持株会幹事

をしております。バトミントンのシェアは世界一で

すが、最大市場テニスも世界一に挑戦、2020 東京オ

リパラに向け生産があがり、弾みがつきました。

AI,IOT 活用し、より軽く強く速くの製品開発、慢心

中です。 

柳澤君／誕生祝い有難うございます。 

塩崎（吉）君／皆出席表彰ありがとうございました。 

坂林君／皆出席祝いを頂きまして有難うございます。 

金森君／皆出席祝い有難うございます。 

四津谷君／本日、豊田信金の団体様がいらっしゃいま

すので途中退席いたします。着替えの時間がなく法

衣で失礼いたしました。 

 

 
 

 

卓話 

「魅惑のフラメンコ  

～３４歳で魅入られた世界～」 

中村 友希子氏 

 

 

3 歳から続け職業でもある書道をそっちのけで 36 歳

という年齢にも関わらず本場スペインに飛び立つほど

のめり込んでしまったフラメンコ。日本人の中には全

くないリズム、旋律、そして動き。わからない、でき

ないという苦悩ばかりなのに取り憑かれたようにあっ

という間に１０年が過ぎました。フラメンコには人の

心を揺さぶり、とらえて離さない不思議な魅力があり

ます。 

 フラメンコはスペイン南部アンダルシア地方を中心

に発展してきました。その歴史はヒターノ（ジプシー）

の歴史でもあります。はるか遠くインドからやってき
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た流浪の民ヒターノがアンダルシアの土地に根付きフ

ラメンコを生み出しました。彼らは移住先の言語、宗

教、文化を受け入れながらも独自の文化・慣習を持ち、

固い結束で結ばれていました。そのためかよそ者とし

て扱われ、時には差別され迫害されてきました。フラ

メンコの激しい歌や踊りは長い間の彼らの苦悩が「魂

の叫び」となって表現されているのです。その切実な

表現に多くの人が共感し感動しています。また、多様

性も持ち合わせていたヒターノですのでアンダルシア

各地で土地の特色を色濃く反映した多数の曲種が存在

し、様々な楽しみ方があります。現在フラメンコはヒ

ターノだけのものではなく、独特の哀愁を帯びた音

楽・舞踊として世界各国で愛されています。（ヒターノ

のフラメンコは別格で特別な尊敬を集めています）中

でも日本はスペインに次いでフラメンコ愛好家の多い

国ですが、まだフラメンコをご存知ない方もいらっし

ゃるようです。歌謡曲と同じくらいの気軽さで聞いて

いただければと思います。きっとたくさんの方が魅了

されてしまうにちがいありません。  

 

 

 

 

 

 

≪ 1 番・7 番・M テーブルミーティング ≫        開催日：2 月 7 日  開催場所：富包 
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